










4．結論 

 立体異性体である(ZE)-bilirubin の(ZZ)-bilirubin に占める割合,即ち立体異性化は光

平衡に必要な光エネルギー量以上では一定であり,立体兼構造異性体である

(EZ)-and(EE)-cyclo-bilirubin の生成量は光エネルギー量と光源特性に依存することが

立証された。 


